
ふくしの森ステーション かじ だより

開所日時：火～金曜日 （祝日を除く）🕒9:15～16:15

“ふくしの森ステーションかじだより”は各自治会のご協力で回覧していただいています。

社会福祉法人 飯能市社会福祉協議会 令和６年１月 第８０号

発 行：飯能市社会福祉協議会/ふくしの森ステーションかじ（加治東地区行政センター内）

電 話：070-7792-2423 （不在時は本部へ転送されます。） /ファクス：050-3156-2236

メール：station-kaji@hannosyakyo.or.jp

セブン-イレブン移動販売からのお知らせ
加治東／岩沢で行われているセブン-イレブンの移動販売の【時間とルート】

が2024年１月から一部変更になります。移動販売についての詳細・お知ら

せは、飯能市社協公式LINEをチェック☑ ぜひ友達追加おねがいします♪♪

地図データ©2023 Google 利用規約

社会資源リスト
＊サロン＊

ふれあいサロン川寺①

ふれあいサロン笠縫②

えんがわサロン松原③

うちのえんがわ・阿須④

うちのえんがわ・神社⑤

むーまサロン⑤

神社サロン⑤

健康サロン⑥

むーまﾜｸﾜｸ体操⑤⑥⑦

＊子どもの居場所＊

みんなのいばしょ

korokoro⑥

子どもフリークラブ⑦

かじかじタイム⑧

＊相談窓口＊

ふくしの森ｽﾃｰｼｮﾝかじ⑥

社会資源とは?
日常生活で人々が抱えてい

るニーズを解決するための

物的・人的資源の総称。
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社会資源の詳細は
👈飯能市社協のHPをチェック

2024年
加治地区の社会資源マップ
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加治東地区行政センター

加治地区行政センター

白髪白山神社

川寺自治会館

笠縫自治会館

阿須自治会館

加治小

岩沢867-6



ＮＰＯ法人

奥武蔵グリーンリゾート

吾野地区・東吾野地区の移動支援として、地域住民
が運営する、地域のための移動手段「奥武蔵らくらく
交通（吾野谷住民タクシー）」を展開されている、
ＮＰＯ法人奥武蔵グリーンリゾートの平沼弘理事長に、
活動をはじめた切っ掛けや今後の展望についてお伺い
し、また、地域課題の解決に取り組む方々へ応援メッ
セージをいただきました！（取材したＣＳＷ：亀﨑）

今から１５年ほど前の段階で、地域が限界集落に
なってからでは手遅れになるので、移動支援の取り
組みが絶対に必要になると考えていました。その後、
たすけあいあがの「移動交通部会」による「らくだ
号」の仕組みづくりに参加し、そこでの経験を基に、
平成２６年度にＮＰＯ法人奥武蔵グリーンリゾート
を設立し、平成３０年度から「奥武蔵らくらく交
通」（以下：ラクタク）のサービスを開始しました。

ラクタクでは「活動者に気持ちよく活動してもら
う」ことを大切にしています。例えば利用は運転手
が負担を感じないように事前予約制にしました。
また、利用者に安心して利用してもらえるよう、
各地区に運転手を配置している点も特徴です。
今後はラクタクの仕組みを展開させ、吾野地区・
東吾野地区の地域経済を活性化させるべく、吾野谷
を周遊するエコツアーの実施を検討しています。
更には、外国人観光客をターゲットにしたインバウ
ンドの取り組みも実施していきたいと考えています。

吾野地区と東吾野地区のこれからを
自分たちで考え、自分たちで動く

※ご利用に関する詳細はNPO法人奥武蔵グリーンリゾートまでお問合せください

「奥武蔵らくらく交通」の利用について

地域課題の解決に取り組む場合、一部の人たちで
考えるのではなく、みんなで課題を共有することが
とても大切です。また、みんなが当事者意識をもち、
１０年後の地域像を真剣に考えることも重要です。
ある程度の「型」が準備できれば、あとは皆さんの

熱意次第です。移動支援はライドシェアの推進など
政府の方針も日々変化しており、今がチャンスです！

利用できる人 吾野地区・東吾野地区に在住の方、両地区を訪れる方（事前の利用登録が必要です）

利用できる日時 毎日・午前８時から午後６時まで（正月三が日を除く）

乗車できる場所 吾野地区・東吾野地区内（両地区外からは乗車できません）

降車できる場所 飯能市内全域、および、日高市の三つの指定医療機関

利用料金 ２.９㎞まで５００円、以降１㎞ごとに１００円が加算されます

利用方法 利用希望日の前日までにご予約ください

その他
運転手：国土交通大臣認定講習を受講しております
許可種別：公共交通空白地有償運送（道路運送法自家用有償運送・埼玉県交第１号）

問合せ ＮＰＯ法人奥武蔵グリーンリゾート 電話／０９０－２６７７－４３６２（事務局・平沼）

今回の取材先

地域ふくし発見
地域福祉に関する素敵な取組みをＣＳＷ（コミュニティソーシャルワーカー）が取材・発信していきます

！社協

取材にご協力いただいた 平沼 弘 理事長

地域課題に取り組むあなたへ
活動者からの応援メッセージ

内閣総理大臣補佐官、国土交通省が
ラクタクの取り組みを視察

今年１１月にはラクタクの取り組みについて、内閣
総理大臣補佐官と国土交通省の視察を受けました。
視察先としてラクタクが選ばれたことは、この活動の
先進性が評価されたからではないかと考えています。
当日、視察された方々からは「みなさんの活動を

応援しています」と温かいお言葉をいただきました。
これは私たちにとって大きな自信となりました。


